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出雲市母子健康包括支援センター出雲市母子健康包括支援センター

『きずな』『きずな』を開設しましたを開設しました

妊娠・出産・子育てを切れ目なくサポートします！

悩みを一人で抱えていませんか？お気軽にご相談ください

おたずね／健康増進課　☎２１－６９８１

直通電話相談ダイヤル　☎２１－６８１８
月曜～金曜（祝日・年末年始除く）8：30～17：15

妊娠したかも
しれない。

どうしたらよいか
わからない。

子育てに
自信がもてない。 妊娠は

うれしかったが、
出産して、育てる
自信がない。子育てを

手伝ってくれる人が、
身近に誰もいない。

妊娠したことを、
親にも、友達にも
誰にも言えない。
知られたくない。

妊娠・出産・子育ての相談ができます妊娠・出産・子育ての相談ができます

　市では、平成29年10月１日から、妊娠・出産・子育て期に関する不安や悩み
を相談できる場として、出雲市母子健康包括支援センター『きずな』を開設しま
した。

＜専用相談室の設置＞
　市役所１階に個室の専用相談室を用意しています。健康増進課の
窓口にお越しください。秘密は、固く守ります。

母子健康手帳を交付し、相談を行います母子健康手帳を交付し、相談を行います
妊娠と診断された方で、出雲市に住民票のある方に、母子健康手帳を交付します。
保健師等が、丁寧な相談対応を行い、状況に応じた情報提供を行います。
また、妊婦一般健康診査受診票を交付し、妊婦健診の費用の一定額を公費で負担しますの
で、経済的不安がある方も安心して健診を受けることができます。

保健師・助産師が家庭訪問します保健師・助産師が家庭訪問します
＜妊娠中の方＞
　不安なことや心配なこと、気になることを、お気軽にご相談ください。
　希望される方には、ご家庭へ訪問をします。
＜出産後の方＞
　保健師や助産師が、ご家庭へ訪問をします。
　赤ちゃんの身体計測や子育ての相談に応じます。
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出
雲
市
で
は
、
島
根
県
内
の
自
治
体
で
初
と
な
る
手
話
言
語
条
例
「
出
雲
市
手
話
の
普
及
の
推

進
に
関
す
る
条
例
」
を
９
月
28
日
に
施
行
し
ま
し
た
。

　高齢化社会を迎えた今、『認知症』は誰もがなり
得る病気です。
　認知症になると「何もわからなくなる」のでは
なく、本人はもの忘れを自覚し、言葉や記憶があ
いまいになることに強い不安や寂しさを感じてい
ます。その中で、周囲が間違いを指摘したり、叱
責を繰り返すと、病気を認めたくない思いや周囲
に知られたくない思いから本人は徐々に孤立して
いき、自分の居場所がなくなる不安感から、着替
えを嫌がったり、「財布を盗まれた」と思い込むな
ど、症状を悪化させます。
　健康な人と同じように、認知症の人の心情もさ
まざまです。周囲の理解と気遣いがあれば、穏や
かに暮らしていくことができます。
　認知症を正しく理解し、自然なかかわりあいの
なかで、地域での支え合いを考えていきましょう。

　
手
話
は
、
手
指
の
動
き
や
表

情
な
ど
を
使
っ
て
伝
え
た
い
こ

と
を
表
現
す
る
も
の
で
、
耳
の

聞
こ
え
な
い
人
に
と
っ
て
、
大

切
な
「
言
語
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で
す
。

　「
言
語
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で
あ
る
手
話
に
よ
り
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ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
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が
尊
重
さ
れ
、
手
話
に
よ

る
意
思
疎
通
を
円
滑
に
行
う
こ

と
の
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　「
手
話
は
言
語
」で
す

　
手
話
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ

と
に
よ
り
、
手
話
が
使
い
や
す

い
環
境
が
整
い
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ま
の
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解
と
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協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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い
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に
触
れ
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を
学
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「
手
話
を
使
用
す
る
」機
会
を
増

や
す
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
、
手
話
へ
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
手
話
へ
の
関
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を
高

め
て
い
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だ
く
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と
が
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で

す
。

◆
手
話
へ
の
理
解
を

　
　
　
深
め
る
こ
と
か
ら

　
　
　
　
　
始
め
ま
し
ょ
う

手話の普及にむけて実施する施策

　市は、条例に基づき、次の施策を実施
し、手話の普及に取り組みます。
①手話に触れる機会の拡大
②手話を学ぶ機会の確保
③手話による情報発信及び情報取得の機
会の拡大
④手話による意思疎通の支援の充実
⑤手話通訳者等の育成及び確保

「出雲市手話の普及の推進に関する条例」に関
するおたずねは、福祉推進課まで。

おたずね／福祉推進課　☎21-6959　
　　　　　　　　　 FAX 21-6598
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認知症について学び、地域で支えよう認知症について学び、地域で支えよう
～認知症になっても笑顔で暮らせるまちづくり～～認知症になっても笑顔で暮らせるまちづくり～

よろしくお願いします

おたずね／医療介護連携課　☎２１－６１０６

と　き 12月2日（土）13：30～16：30
ところ

内　容

市役所 くにびき大ホール

第１部　基調講演
「認知症と共に：これからの生き方・支え合い方
～やさしい地域をいっしょにつくろう～」
　　　　

第２部　シンポジウム
「認知症になっても自分らしく暮らしていく
  ための支援と地域づくり」

≪コーディネーター≫　
医療法人 エスポアール出雲クリニック 院長  高橋幸男氏

認知症ケア・フォーラム
iｎいずも
認知症ケア・フォーラム
iｎいずも

講師／認知症介護研究・研修東京センター　
　　　研究部長  永田久美子 氏

無料申込
不要


